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放射線災害医療学分野 
論文 
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山下俊一・教授 監事 日本内分泌学会 

山下俊一・教授 監事 日本甲状腺学会 

山下俊一・教授 学会誌「THYROID」編集委員 アメリカ甲状腺学会 

山下俊一・教授 学会誌「EUROPEAN THYROID JOURNAL」編集

委員 
ヨーロッパ甲状腺学会 

山下俊一・教授 学術顧問 臨床雑誌「内科」（南江堂） 

山下俊一・教授 放射線医学県民健康管理センター副センター長 福島県立医科大学 

山下俊一・教授 福島県放射線健康リスク管理アドバイザー 福島県 

山下俊一・教授 放射線誘発甲状腺疾患と放射線障害における外

科治療研究に関する WHO 協力センター・センタ

ー長 

世界保健機関 

山下俊一・教授 評議員 笹川記念保健協力財団 

山下俊一・教授 理事 BHN テレコム支援協議会 

山下俊一・教授 ヨウ素関連調査研究委員会委員 成長科学協会 

山下俊一・教授 理事 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会 

山下俊一・教授 運営副部会長 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会 

山下俊一・教授 世界アルバート・シュヴァイツァー日本事務局

長 
アルバート・シュヴァイツァー世界医学アカ

デミー 

山下俊一・教授 内閣官房政策調査員 内閣府 

山下俊一・教授 標的アイソトープ治療研究に関する検討会委員 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

山下俊一・教授 連携会員 日本学術会議 

山下俊一・教授 編集委員 ロシア放射線疫学雑誌「RADIATION & RISK」 

山下俊一・教授 WHO-IHR 外部専門委員 世界保健機関 

山下俊一・教授 科学諮問委員 公益財団法人放射線影響研究所 

山下俊一・教授 評議員 一般社団法人公正研究推進協会 

山下俊一・教授 WHO Public Health Response Guideline 策定委員

会メンバー 
世界保健機関 

山下俊一・教授 長崎県原子力災害医療ネットワーク検討会委員 公益財団法人原子力安全研究協会 

鈴木啓司・准教授 評議員 日本放射線影響学会 

鈴木啓司・准教授 編集委員 日本放射線影響学会 

鈴木啓司・准教授 京都大学放射線生物研究センター共同利用委員

会委員 
京都大学 

鈴木啓司・准教授 運営委員会部会委員 広島大学 原爆放射線医科学研究所 

鈴木啓司・准教授 編集委員 Genome Integrity 

鈴木啓司・准教授 世話人 放射線影響懇話会 

鈴木啓司・准教授 編集委員 Radiation Research 

鈴木啓司・准教授 評議員 日本癌学会 

鈴木啓司・准教授 福島県「放射線と健康」アドバイザー 福島県「放射線と健康」アドバイザリーグル

ープ 

光武範吏・准教授 編集委員 Journal of the Endocrine Society 

光武範吏・准教授 編集委員 Thyroid Endocrinology, Frontiers in 
Endocrinology 

光武範吏・准教授 国際編集委員 Arquivos Brasileiros de Endocrinologia e 
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Metabologia 

光武範吏・准教授 評議員 日本甲状腺学会 

光武範吏・准教授 評議員 日本内分泌学会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

山下俊一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（A）海外 

国際共同研究による甲状腺がん分子疫学調

査研究 

山下俊一・教授 厚生労働省 代表 地球規模保健課題解決推進のための行政施策

に関する研究事業 
「国際保健政策人材増強のための国内環境

整備施策に関する研究」 

鈴木啓司・准教授 環境省 代表 原子力災害影響調査等事業『放射線の健康影

響に係る研究調査事業』 
成体期の生活習慣等の低線量放射線発がん

リスクに及ぼす影響とメカニズム解明 

鈴木啓司・准教授 環境省 代表 原子力災害影響調査等事業『放射線の健康影

響に係る研究調査事業』 
若手研究者を活用した研究の加速化事業 

鈴木啓司・准教授 AMED 分担 創薬支援ネットワーク 
がん放射線治療の線量大幅低減と予後改善

に向けた分子標的増感剤の探索 

鈴木啓司・准教授 文部科学省 分担 戦略的原子力共同研究プログラム 
幹細胞のキネティクスから発がんの線量率

効果を紐解く 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B）海外 
チェルノブイリ周辺国における非放射線誘

発小児・若年者甲状腺がんの分子疫学調査研

究 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 代表 挑戦的研究（萌芽） 
乳癌細胞を用いたバイオアッセイによるDN
A相同組み換え能と遺伝子変異のカタログ

化 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（A） 
DNA 修復・損傷応答機構の異常により発症

するゲノム不安定性疾患の分子病態解明研

究 

光武範吏・准教授 日本医療研究開発機構 分担 ゲノム不安定性疾患群を中心とした希少難

治性疾患の次世代マルチオミクス診断拠点

構築 

光武範吏・准教授 日本医療研究開発機構 分担 人工核酸・短鎖ペプチドを用いたゲノム不安

定疾患の新規治療薬開発 

松瀬美智子・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
TERT は甲状腺癌の予後推測・治療方針決定

のマーカーとなりうるか？ 

光武範吏・准教授 コスミックコーポレーション・東洋鋼鈑 甲状腺がん関連遺伝子変異検出用キットの評

価 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

鈴木啓司・准教授 非常勤講師（放射線医学） 九州大学 

鈴木啓司・准教授 非常勤講師（放射線生物学） 京都大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

山下俊一・教授 「被爆地の医師とし

て」長大・山下教授 
長崎放送 NBC 
N スタ 

2018 年 
2 月 15 日 

被爆地の医師として、放射線にどう向き

合うかを追求してきた 27 年の教授人生

を振り返る。 

山下俊一・教授 福島県立医科大副学

長へ就任 
NHK イブニン

グ長崎 
2018 年 

3 月 20 日 
福島県立医科大学の常勤副学長（国際担

当）に就任し、原発事故の調査や研究、

被ばく医療の人材育成を国際機関など

と連携して行う。 

 

○特筆すべき事項 
① 山下俊一・教授：国立メチニコフ北西医科大学より名誉博士号授与 
 


